
を
教
え
こ
ん
だ
」
。
　
こ
の
訓
練
が
地
理
的
理
由
と

栢
ま
っ
て
多
く
の
亡
命
春
を
ひ
き
つ
け
、
そ
の
彼

ら
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
ば
か
り
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
。
著
者
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
は
コ
五
五
〇
年
と
一
五
六
二
年
の
間

に
少
な
く
と
も
七
〇
〇
〇
人
の
移
住
者
を
受
け
入

れ
」
た
。
市
政
府
の
中
心
を
な
す
小
議
会
は
亡
命

者
に
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
政
治
的
影
響
力
は
殆

ど
な
か
っ
た
が
、
聖
職
者
、
教
授
、
印
刷
業
者
な

ど
知
的
職
業
の
代
表
的
な
も
の
は
彼
ら
が
ほ
ぼ
独

占
し
て
い
た
。
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
教
会
は
彼
ら
に
よ

っ
て
担
わ
れ
、
ま
た
「
神
聖
な
都
市
」
と
し
て
の

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
名
を
広
め
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
独
立
を
守
る
た
め
に
も
貢
献
し
た
。
彼

ら
は
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
死
後
徐
々
に
生
粋
の
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
人
と
同
化
し
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
時
代
の
遺
産
を
後

々
ま
で
も
伝
え
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
へ
の
、
さ
ら
に
は
全

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
影
響
と
い
う
皆
労
を
亡
命
者
集

団
を
媒
介
と
し
て
と
ら
え
、
彼
ら
の
働
き
を
高
く

評
価
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
書
全
体
を
通
じ
て
の

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
カ
ル
ヴ
ァ

ソ
時
代
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
全
般
に
わ
た
っ
て
の
概
説

書
と
し
て
の
性
質
上
、
個
々
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

は
、
た
と
え
ば
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
と
ペ
ラ
ソ
派
の
対

立
点
及
び
そ
れ
と
国
家
と
教
会
の
関
係
な
ど
、
十

分
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
み
う
け
ら
れ

る
が
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
巻
特
に
専
門
と
は
し
な
い
紹

介
者
な
ど
に
と
っ
て
は
益
す
る
と
こ
ろ
多
い
。

　
こ
の
訳
書
の
出
版
を
機
会
に
、
我
国
に
お
い
て

も
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
ば
か
り
で
な
く
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

史
に
つ
い
て
も
研
究
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
を
願

い
つ
。

　
　
（
四
六
判
　
三
五
二
頁
　
　
一
九
七
八
年
二
月
　
ヨ
ル

　
ダ
ソ
社
　
二
、
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
谷
博
幸
　
京
都
大
学
大
学
院
生
）

小
池
　
滋
著

『
戸
ン
ド
ン

　
　
一
ほ
ん
の
百
年
前
の
物
語
1
』

　
ほ
ん
の
百
年
前
に
は
ロ
ン
ド
ン
は
単
に
イ
ギ
リ

ス
の
首
都
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
経
済

・
政
治
・
文
化
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
膨
張

が
極
度
に
急
速
で
あ
っ
た
反
面
、
商
業
資
本
が
支

配
し
続
け
た
点
で
、
国
内
の
諸
都
市
と
も
相
違
し

て
い
た
。
本
書
は
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
、
ロ
ン

ド
ン
の
い
わ
ば
案
内
書
で
あ
る
。

　
各
章
の
要
約
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
序
章

1
…
大
き
な
お
で
き
の
町
－
で
は
、
ロ
ン
ド
ン

の
急
激
な
膨
張
が
当
時
の
人
び
と
に
異
常
現
象
と

映
っ
た
例
と
し
て
、
コ
ベ
ッ
ト
の
「
お
で
き
の
親

玉
」
（
夢
O
芝
Φ
嵩
）
と
い
う
語
が
引
用
さ
れ
、
本

論
へ
の
導
入
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
章
－
逃
れ

の
町
i
で
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
が
名
声
を
求
め
る
各

国
の
音
楽
家
・
亡
命
中
の
作
家
や
政
治
家
・
濃
村

で
食
い
つ
め
た
貧
困
者
・
世
間
の
目
を
避
け
る
者

な
ど
、
国
の
内
外
の
逃
亡
者
に
よ
っ
て
ふ
く
れ
あ

が
っ
た
「
逃
れ
の
町
」
の
側
面
を
持
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
ー
コ
ヴ
ェ
ソ
ト
・

ガ
ー
デ
ン
盛
衰
記
一
で
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
・
シ
テ

ィ
膨
張
に
よ
っ
て
都
市
に
取
り
込
ま
れ
、
β
ソ
ド

ソ
の
住
民
の
生
活
に
不
可
欠
の
機
能
を
果
た
す
に

至
っ
た
コ
ヴ
ェ
ソ
ト
・
ガ
ー
デ
ン
の
実
態
が
描
か

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン

王
立
劇
場
・
ロ
ソ
ド
ソ
中
央
警
察
法
廷
・
青
物
市

場
、
そ
し
て
「
ハ
マ
ム
」
あ
る
い
は
「
．
ハ
、
ー
ニ
ョ
」

と
呼
ば
れ
る
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
び
、
人
び
と
の
精

神
や
心
の
欲
求
・
食
欲
・
性
欲
を
満
た
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
第
三
章
ー
ス
コ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
・
ヤ

ー
ド
交
響
曲
i
で
は
、
犯
罪
の
慶
延
に
対
処
す

べ
き
警
察
制
度
の
巨
大
化
・
近
代
化
過
程
が
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ヤ
ー
ド
の
歴
史
を
中
心
に
紹
介
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さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
　
　
犯
罪
者
の
監
獄
と
貧

困
者
の
監
獄
1
…
で
は
、
犯
罪
者
監
獄
と
債
務
老

監
獄
の
陰
惨
な
実
態
と
そ
れ
ら
の
目
覚
ま
し
い
近

代
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
五
章
一
薔

薇
と
堆
肥
一
で
は
、
　
「
岸
の
労
働
者
」
・
h
泥
ひ

ば
り
」
・
さ
ら
い
屋
・
ご
み
集
め
・
煙
突
掃
除
少

年
・
詩
の
大
道
商
人
・
乞
食
・
売
春
婦
な
ど
の
雑

多
な
貧
民
が
集
中
的
に
登
場
し
て
い
る
。
八
丈
は

こ
れ
ら
の
貧
民
を
ロ
ソ
ド
ソ
と
い
う
大
輪
の
「
薔

薇
の
美
し
さ
を
保
つ
堆
肥
」
で
あ
る
と
結
論
し
て

い
る
。

　
本
書
は
著
老
も
認
め
る
通
り
、
一
世
紀
前
の

「
他
人
の
見
た
」
ロ
ソ
ド
ソ
の
断
片
を
集
成
し
た

著
作
で
あ
り
、
一
貫
し
た
論
旨
に
滋
か
れ
て
は
い

な
い
。
ま
た
史
料
も
多
く
を
当
蒔
の
詩
や
小
説
か

ら
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史
実
の
正
確
な
描
写
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
を
史
料
の
範

囲
に
含
め
る
か
の
問
題
が
残
る
と
し
て
も
、
莫
大

な
史
料
か
ら
抽
出
さ
れ
た
こ
の
一
九
世
紀
の
ロ
ソ

ド
ソ
像
は
、
急
激
な
膨
張
に
間
断
な
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
万
国
博
の
栄
光
や
世
界
一
の
都
市
の
美
名
の

陰
で
犯
罪
と
貧
困
と
に
深
く
蝕
ま
れ
て
い
た
往
蒔

の
ロ
ン
ド
ン
を
髪
髭
と
さ
せ
る
。
そ
れ
は
他
に
類

を
見
な
い
特
異
性
を
持
つ
都
市
の
姿
で
も
あ
っ
た
。

一
方
、
本
書
に
み
ら
れ
る
犯
罪
・
貧
困
に
視
点
を

据
え
て
の
都
布
研
究
は
、
産
業
革
命
期
の
犯
罪
に

関
す
る
最
近
活
発
化
し
た
研
究
の
動
向
か
ら
も
往

目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
我
国
で
最
初
に
ロ
ン
ド
ン
を

限
定
的
に
取
り
扱
っ
た
著
作
で
あ
る
点
で
、
本
書

は
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
者
に
と
っ
て
；
覗
に
値
す
る

書
物
で
あ
る
と
雷
え
よ
う
。

　
　
（
新
書
判
　
一
ご
コ
頁
　
一
九
七
八
年
二
月
　
中
央

　
公
論
裁
　
四
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
（
江
川
志
を
り
）

L
A
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行

『
L
A
研
究
』
四
号
・
六
号

　
本
誌
は
、
昭
和
四
六
年
創
刊
以
来
、
す
で
に
六

号
を
か
ぞ
え
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
誌
で
あ

る
。
L
A
研
究
セ
ン
タ
ー
と
は
、
関
西
在
住
の
若

手
研
究
者
有
志
約
贈
名
か
ら
成
る
研
究
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
準
会
員
の
専
攻
は
歴
史
・
文
学
・
経
済

・
政
治
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
マ
リ
ア
テ
ギ
と
土

地
制
度
史
の
二
点
を
共
同
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
随

時
読
書
会
が
も
た
れ
て
い
る
。

　
マ
リ
ア
テ
ギ
一
〇
ω
O
O
曽
二
〇
ω
］
≦
僻
ユ
鋒
①
σ
Q
月
一
（
一

八
九
四
i
一
九
三
〇
年
）
は
、
ペ
ル
ー
、
否
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
生
ん
だ
最
初
の
マ
ル
ク
ス
主
義

思
想
家
で
あ
り
、
丁
度
五
十
年
前
の
一
九
二
八
年

秋
に
は
彼
に
よ
っ
て
ペ
ル
ー
社
会
党
（
彼
の
没
後
、

ペ
ル
ー
共
産
党
と
改
称
）
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

『
L
A
研
究
』
四
号
（
昭
和
五
〇
年
冬
刊
）
は
、

彼
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
ペ
ル
ー
の
現
実
解
釈

の
た
め
の
七
つ
の
試
論
』
（
壇
§
幸
い
δ
砺
§
軌
ミ
ミ
、
－

特
蕊
野
鼠
§
§
ミ
遷
ミ
裁
犠
職
黛
蓑
§
ミ
魑
這
悼
○
。
）

の
第
一
試
論
（
ペ
ル
ー
経
済
概
史
）
と
第
二
試
論

（
イ
ン
デ
ィ
オ
問
題
）
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
試
論
に
よ
る
と
、
当
時
の
ペ
ル
ー
に
は
原
始

共
産
制
経
済
の
残
津
・
封
建
経
洛
∵
ブ
ル
ジ
ョ
ア

経
済
と
い
う
三
つ
の
経
済
要
素
が
共
存
し
て
い
た

が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
主

義
か
ら
「
技
術
」
だ
け
を
取
り
入
れ
「
精
神
」
を

な
お
ざ
り
に
し
た
、
創
造
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ

ρ
た
。

　
マ
リ
ア
テ
ギ
が
ペ
ル
ー
の
歴
史
的
変
革
主
体
に

想
定
し
た
の
は
人
口
の
五
分
の
四
を
占
め
る
「
イ

ン
デ
ィ
オ
」
　
（
人
種
的
概
念
で
は
な
い
）
で
あ
る
。

第
二
試
論
に
お
い
て
彼
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
問
題
と

い
わ
れ
る
も
の
が
行
政
・
人
種
・
道
徳
・
宗
教
・

教
育
の
問
題
で
は
な
く
実
は
土
地
問
題
で
あ
る
と

結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
彼
の
イ
ン
デ
ィ
ヘ

ニ
ズ
モ
の
精
髄
で
あ
り
、
被
抑
圧
原
倥
西
谷
大
衆

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
政
治
的
経
済
的
復
権
（
原
住
民
共
同
体
の
創
造

的
再
生
）
に
よ
る
ペ
ル
ー
に
お
け
る
社
会
主
義
へ
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